
第
六
五
回
国
会
の
審
議
過
程
 
 

に
お
け
る
主
要
な
討
議
事
項
 
 
 

第
六
五
回
国
会
（
通
常
会
）
は
、
昭
和
四
十
五
年
十
二
月
二
十
六
日
か
ら
昭
 
 

和
四
十
六
年
五
月
二
十
四
日
ま
で
そ
の
審
議
を
行
な
っ
た
。
こ
の
間
政
府
提
案
 
 

に
か
か
る
泣
案
は
、
所
得
税
法
、
法
人
税
法
≠
相
続
税
法
、
入
場
税
法
及
び
租
 
 

税
特
別
措
置
法
の
各
一
部
改
正
法
並
び
に
自
動
車
重
量
税
法
を
す
べ
て
可
決
成
 
 

立
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。
国
会
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
税
法
の
審
議
の
過
 
 

程
や
予
算
の
審
議
の
過
程
で
、
大
蔵
委
員
会
、
予
算
委
貞
会
を
中
心
と
し
て
、
 
 

税
制
に
関
す
る
様
々
な
討
議
が
行
な
わ
れ
た
。
そ
れ
ら
の
種
火
な
討
議
の
う
ち
 
 

で
主
要
な
事
項
を
紹
介
す
る
こ
と
と
し
た
い
。
 
 
 

な
お
、
こ
れ
ら
の
事
項
は
、
昭
和
四
十
六
年
六
月
四
日
に
再
開
さ
れ
た
税
制
 
 

調
査
会
総
会
に
お
い
て
報
告
が
な
さ
れ
、
新
た
な
視
点
か
ら
そ
の
検
討
が
行
な
 
 

わ
れ
た
。
 
 

＝
国
税
関
係
＝
 
 

国
税
関
係
で
は
、
今
後
の
税
負
担
の
あ
り
方
、
税
体
系
に
お
け
る
直
接
税
と
 
 

間
接
税
の
あ
り
方
、
今
後
の
所
得
税
減
税
の
方
向
、
付
加
価
値
税
に
つ
い
て
の
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考
え
方
、
物
価
と
税
制
、
国
税
と
地
方
税
の
一
本
化
等
の
諸
問
題
に
つ
い
て
、
 
 

一
般
的
な
質
疑
が
行
な
わ
れ
た
ほ
か
、
主
と
し
て
次
の
よ
う
な
議
論
が
あ
っ
た
。
 
 

〔
所
得
税
〕
 
 
 

①
 
今
後
に
お
い
て
も
、
わ
が
国
の
物
価
水
準
、
所
得
水
準
の
推
移
に
即
応
 
 

し
て
課
税
最
低
限
の
引
上
げ
等
引
き
続
き
所
得
税
の
減
税
を
行
な
う
こ
と
。
 
 
 

②
 
給
与
所
得
控
除
の
定
額
控
除
を
引
き
上
げ
る
こ
と
．
実
額
控
除
を
認
め
 
 

る
こ
と
。
 
 

③
 
退
職
所
得
控
除
の
引
上
げ
を
行
な
う
こ
と
。
 
 
 

⑥
 
扶
養
親
族
の
な
い
寡
婦
を
寡
婦
恕
除
の
適
用
対
象
に
含
め
る
こ
と
。
ま
 
 

た
、
真
婦
控
除
を
扶
養
墟
除
よ
り
も
大
き
く
す
る
こ
と
。
 
 
 

⑥
 
老
年
者
捷
除
を
引
き
上
げ
る
こ
と
。
 
 
 

⑥
 
老
人
扶
養
控
除
制
度
を
創
設
す
る
こ
と
。
 
 
 

⑦
 
未
成
年
者
控
除
制
度
を
創
設
す
る
こ
と
。
 
 
 

⑧
 
住
宅
費
控
除
制
度
を
創
設
す
る
こ
と
。
 
 
 

◎
 
教
育
費
控
除
制
度
を
創
設
す
る
こ
と
。
 
 
 

⑳
 
個
人
事
業
者
に
つ
い
て
、
罫
業
主
報
酬
の
必
要
経
費
算
入
を
認
め
る
か
 
 

又
は
勤
労
所
得
控
除
を
設
け
る
こ
と
。
 
 
 

⑪
 
二
分
二
乗
課
税
方
式
を
採
用
す
る
こ
と
。
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⑳
 
税
率
の
緩
和
を
行
な
う
こ
と
。
 
 
 

〔
法
人
税
〕
 
 
 

①
 
不
況
期
に
引
き
下
げ
た
基
本
税
率
を
従
前
の
水
準
に
回
復
す
る
こ
と
。
 
 

と
く
に
、
現
行
の
法
人
税
率
の
特
例
の
期
限
が
到
来
し
た
場
合
に
お
い
て
も
、
 
 

特
例
施
行
前
に
戻
す
こ
と
な
く
、
こ
れ
を
さ
ら
に
引
き
上
げ
る
こ
と
。
中
小
法
 
 

人
に
対
し
て
は
二
段
階
あ
る
い
は
三
段
階
の
軽
減
税
率
を
適
用
す
る
こ
と
。
 
 
 

②
 
同
族
会
社
の
留
保
金
課
税
の
非
課
税
限
度
額
を
六
百
万
円
程
度
に
引
き
 
 

上
げ
る
こ
と
。
 
 
 

③
 
製
品
保
証
等
引
当
金
制
度
に
つ
い
て
、
対
象
追
加
を
慎
重
に
行
な
う
こ
 
 

と
。
 
 
 

金
融
機
関
の
貸
倒
引
当
金
に
つ
い
て
、
実
情
に
即
し
改
正
を
行
な
う
こ
と
。
 
 

〔
贈
与
税
〕
 
 
 

夫
婦
間
の
贈
与
に
対
す
る
贈
与
税
の
基
礎
控
除
の
引
上
げ
を
行
な
㌢
」
と
。
 
 

〔
間
接
税
〕
 
 
 

①
 
物
品
税
の
課
税
範
囲
、
税
率
、
免
税
点
に
つ
い
て
洗
い
直
す
こ
と
。
 
 
 

②
 
付
加
価
値
税
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
税
体
系
の
あ
り
方
と
の
関
連
か
ら
 
 

十
分
検
討
す
る
こ
と
。
 
 
 

⑨
 
国
の
文
化
政
策
等
の
見
地
か
ら
入
場
税
を
撤
廃
す
る
こ
と
。
あ
る
い
は
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入
場
税
の
免
税
点
を
大
幅
に
引
き
上
げ
る
こ
と
。
 
 
 

ギ
ャ
ソ
プ
ル
に
対
す
る
入
場
税
の
課
税
を
強
化
す
る
こ
と
。
 
 
 

④
 
清
税
に
つ
い
て
企
業
規
模
（
製
造
数
量
の
多
寡
）
に
よ
り
税
率
に
差
等
 
 

を
設
け
る
こ
と
。
ま
た
級
別
制
度
を
廃
止
し
従
価
税
制
度
を
導
入
す
る
こ
と
。
 
 
 

⑤
 
砂
糖
消
費
税
に
つ
い
て
、
物
価
と
の
関
連
上
軽
減
を
考
慮
す
る
こ
と
。
 
 
 

⑥
 
現
行
自
動
車
関
係
諸
税
を
整
理
統
合
す
る
こ
と
。
ま
た
、
総
合
交
通
対
 
 

策
を
す
み
や
か
に
篠
立
す
る
こ
と
。
 
 
 

自
動
車
重
量
税
の
創
設
に
あ
た
っ
て
は
、
関
連
産
業
に
与
え
る
影
響
、
中
小
 
 

企
業
に
与
え
る
影
響
、
公
共
料
金
、
物
価
に
与
え
る
影
響
等
を
十
分
考
慮
す
る
 
 

こ
と
。
ま
た
、
自
動
車
は
国
民
の
必
需
品
で
あ
る
か
ら
、
、
税
負
担
が
過
重
と
な
 
 

ら
な
い
よ
う
充
分
留
意
す
る
こ
と
。
 
 
 

〔
租
税
特
別
措
置
〕
 
 
 

①
 
租
税
特
別
措
置
に
つ
い
て
は
、
常
に
そ
の
政
策
目
的
の
合
理
性
、
政
策
 
 

手
段
と
し
て
の
有
効
性
等
に
つ
い
て
慎
重
な
検
討
を
行
な
い
、
租
税
負
担
の
公
 
 

平
の
原
則
と
の
バ
ラ
ン
ス
に
配
意
し
っ
つ
、
そ
の
整
備
合
理
化
を
図
り
、
国
民
 
 

の
倍
額
に
応
え
る
税
制
の
衝
立
に
努
め
る
こ
と
。
 
 
 

②
 
勤
労
者
財
産
形
成
貯
蓄
の
利
子
所
得
等
の
非
課
税
限
度
額
を
郵
便
貯
金
 
 

の
場
合
と
同
じ
首
五
十
万
円
と
す
る
こ
と
。
少
額
貯
蓄
非
課
税
制
度
、
少
額
国
 
 
 



償
非
課
税
制
度
、
郵
便
貯
金
の
非
課
税
や
勤
労
者
財
産
形
成
貯
蓄
非
課
税
制
度
 
 

の
各
種
貯
蓄
優
遇
制
度
ほ
整
理
統
合
し
て
一
本
化
す
る
こ
と
。
現
在
の
一
般
大
 
 

衆
の
貯
蓄
水
準
か
ら
み
て
少
額
貯
蓄
、
少
額
国
債
の
非
課
税
限
度
は
引
き
上
げ
 
 

る
ペ
き
で
あ
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
。
 
 

⑧
 
社
会
保
険
診
療
報
酬
課
税
の
特
例
制
度
（
必
要
経
費
率
七
二
％
の
法
定
）
 
 

を
廃
止
す
る
と
と
。
 
 

④
 
公
害
を
発
生
す
る
企
業
に
対
す
る
公
害
税
た
ま
は
放
出
税
の
創
設
を
検
 
 

討
す
る
こ
と
。
 
 
 

⑤
 
貿
易
収
支
の
現
状
に
か
え
り
み
、
輸
出
振
興
税
制
を
全
廃
し
、
こ
れ
に
 
 

ょ
る
増
収
分
を
社
会
資
本
の
充
実
に
充
て
る
こ
と
。
 
 
 

◎
 
減
耗
凝
除
制
度
は
、
早
急
に
改
廃
を
検
討
す
る
こ
と
。
 
 
 

⑦
 
交
際
費
に
つ
い
て
は
、
否
認
割
合
の
引
上
げ
に
と
ど
ま
ら
ず
、
基
礎
控
 
 

除
額
及
び
資
本
基
準
に
よ
る
控
除
率
の
段
階
的
引
下
げ
等
抜
本
的
な
対
策
を
講
 
 

ず
る
こ
と
。
 
 
 

⑧
 
交
際
費
課
税
と
同
様
、
広
告
費
に
つ
い
て
も
〓
疋
限
度
を
設
け
、
こ
れ
 
 

を
上
回
る
も
の
に
課
税
す
る
こ
と
。
 
 
 

⑨
 
空
閑
地
税
な
ど
に
よ
り
法
人
の
土
地
保
有
を
抑
制
す
る
よ
う
な
措
置
を
 
 

検
討
す
る
こ
と
。
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〔
国
税
・
地
方
税
を
通
ず
る
徴
税
の
一
本
化
〕
 
 
 

国
税
、
地
方
税
を
通
ず
る
徴
税
の
一
本
化
を
検
討
す
る
こ
と
れ
 
 

＝
地
方
税
関
係
＝
 
 

国
、
地
方
を
通
ず
る
税
源
配
分
、
市
町
村
と
く
に
大
都
市
及
び
そ
の
周
辺
都
 
 

市
の
税
源
の
充
実
強
化
を
図
る
こ
と
等
に
つ
い
て
、
一
般
的
な
質
疑
が
行
な
わ
 
 

れ
た
ほ
か
、
次
の
よ
う
な
議
論
が
あ
っ
た
。
 
 

〔
地
方
税
の
あ
り
方
〕
 
 
 

独
立
性
を
阻
害
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
配
意
す
る
こ
と
。
ま
た
、
独
立
税
源
 
 

の
充
実
確
保
に
つ
と
め
る
こ
と
。
 
 

〔
住
民
税
〕
 
 
 

①
 
課
税
最
低
限
の
引
上
げ
を
図
る
こ
と
。
 
 
 

②
 
高
額
所
得
に
対
す
る
税
率
の
累
進
度
を
高
め
る
こ
と
。
 
 
 

③
 
法
人
税
割
の
税
率
を
大
幅
に
引
き
上
げ
る
こ
と
。
 
 
 

⑥
 
超
過
課
税
の
合
理
化
を
図
る
こ
と
。
 
 

〔
事
業
税
〕
 
 
 

①
 
課
税
標
準
に
付
加
価
値
要
素
を
導
入
す
る
こ
と
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
 
 

と
。
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②
 
事
業
主
控
除
の
引
上
げ
に
つ
と
め
る
こ
と
。
 
 

〔
固
定
資
産
税
及
び
都
市
計
画
税
〕
 
 
 

①
 
市
街
化
区
域
内
に
お
い
て
引
き
続
き
営
農
を
希
望
す
る
者
に
対
し
て
 
 

は
、
市
街
化
調
整
区
域
へ
の
編
入
等
に
よ
り
農
地
並
み
の
課
税
と
す
る
よ
う
十
 
 

分
配
意
す
る
こ
と
。
 
 
 

⑦
 
都
市
計
画
税
の
課
税
対
象
に
償
却
資
産
を
加
え
る
こ
と
に
つ
い
て
検
討
 
 

す
る
こ
と
。
 
 
 

〔
電
気
ガ
ス
税
〕
 
 
 

①
 
非
課
税
等
の
特
例
措
置
に
つ
い
て
そ
の
合
理
化
に
つ
と
め
る
こ
と
。
 
 
 

②
 
負
担
の
軽
減
を
図
る
と
と
。
 
 

〔
大
都
市
税
〕
 
 
 

大
都
市
及
び
そ
の
周
辺
都
市
に
対
す
る
税
財
源
の
充
実
に
つ
と
め
る
こ
と
。
 
 
 

〔
地
方
道
路
目
的
財
源
〕
 
 
 

地
方
道
路
目
的
財
源
と
く
に
市
町
村
の
道
路
目
的
財
源
の
充
実
に
つ
と
め
る
 
 

こ
と
。
 
 

〔
土
屋
俊
康
＝
大
蔵
省
主
税
局
総
務
課
〕
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